
  

 
立志のつどい 

 

2月 1日(土)、本校多目的ルームにおいて、安宅校下青少年健全育成協議会主催の「立志のつどい」が

開催されました。坂下清貴会長があいさつし、村井啓介市教育委員と八田知子県議会議員からご祝辞をい

ただきました。生徒 6名による「立志の決意発表」のあと、東光雄副会長より記念品の贈呈、安宅小学校

川端教頭より激励の言葉をいただきました。 

記念品贈呈の際、東副会長が披露してくださった、本校卒業生であり昨年の夏の高校野球甲子園大会で

大活躍した西川大智君のメッセージを下に紹介します。 

 

 

中学 2 年生のみなさん、この度はおめでとうございます。 

突然ですが、今みなさんは意味のある一日一日を送れていますか？？授業中に寝る、課題をしな

い、帰ったらすぐゲーム・スマホを触ったりして、だらだらと一日を過ごしていませんか。 

自分事ですが、去年第 106 回全国高等学校野球選手権大会に出させていただき、甲子園という最

高の舞台を味わうことができました。これは紛れもなく今まで支えてくださった方々やご縁があっ

て出会うことができたチームメイトのおかげです。ただ、自分が投手として野球で結果が出るよう

になったのは、「二度と戻ってこない今の時間、一日を誰よりも濃く生きる」と毎日強く思うように

なってからでした。この考えに至ったのは、小松大谷高校野球部の監督・部長・コーチに出会うこと

ができたからです。自分は小松大谷高校を選択して、心の底から大正解だったと思います。 

話がそれましたが、みなさんは来年受験があり、高校を選択しなければいけません。 

人生は一回きりです。死んだら生き返れません。自分が選択した道を正解にするには、今の生活・

行動が大事になってきます。もし、だらだらと過ごしているならば、今、変えればいいだけの話で

す。今を変えれば未来は必ずいい方向に変わります。努力は報われるとは限りませんが、努力した人

はしていない人より強い人間に確実になれます。 

最後に、綺麗事になるのですが、人生をいい方向に持っていくには「良い考えを持った人に出会

い、物事に強く誰にも負けない情熱を持ち、当たり前のことを当たり前にする」ことです。たかが高

校生に言われてもなんの説得力もないかと思いますが、これは確かに言えることです。周りに流さ

れることなく、自分の気持ちを貫いてください。弱い奴ほど、よく群れます。みなさん一人一人の未

来が正しい方向に進むことを願っています。 

 

安宅中学校出身 小松大谷高等学校 西川 大智 
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立志のつどい 

決意発表 

中野 悠里（1組）、南 ましろ（2組） 

横山 凜々香（2組）、菅原 大地（1組） 

金田 さくら（2組）、前川 虹心（1組） 

記念品受取 

 細田 聖奈（2組） 

お礼の言葉 

 吉田 翠（1組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書き初め大会（金賞） 

 

1-1 福井瑛斗、廣瀬心乃 

中屋あずみ、大西玲奈 

1-2 東虹来、難波日々華 

助田光悠、白尾碧 

2-1 中川莉子、土定栄仁 

関戸梨乃、今出蒼羅 

2-2 山崎灯里、森田大和斗 

西澤心菜、伊藤昊大 

3-1 藤原知佳、廣瀬文乃、西川悠翔 

古梅果歩、油野まりえ 

3-2 西川怜穏、清水日葵、口出結衣 

今後の予定 

2 月 10 日(月) 3 年生三者面談 

2 月 12 日(水) 3 年生三者面談 

2 月 13 日(木) 公立推薦入試 

2 月 14 日(金) 3 年生期末テスト 

2 月 19 日(水) 全校集会 

2 月 21 日(金) 生徒総会 

2 月 25 日(火) 1，2 年生期末テスト 

2 月 26 日(水) 1，2 年生期末テスト 

3 月 4 日(火) 生徒会立会演説会 

3 月 11 日(火) 公立高校入試 

3 月 12 日(水) 公立高校入試、2 年生救急救命講習 

3 月 14 日(金) 卒業式 

3 月 19 日(水) 公立高校合格発表 

3 月 24 日(月) 修了式 

3 月 26 日(水) 定時制入試 

3 月 28 日(金) 離任式（予定）、定時制合格発表 


